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践の素晴らしさや生徒を捉える視点 くこと j を取り入れていくう
えでの新たな示唆を得たc
















本稿では、仲本の実践が f本質重視j と くこと j の2
をもつものであった
えられていたとい

































































































































第 l章では，平野が「修身科j を控当していた f修身期j，及び研究者とし



















































































































































しながら、 1986年の論文は、 1984年の専門家の f知識の形式jを発展させて、専門家とし
ての教師の「知識の形式Jを提示したものとして捉えることができる。この論文では、上






































































































































の活動について概括する。 f第三の書く j とは「視写j 「聴写j 「メモJf書込みj など、｛患





































































































































































































































に、 Thefour strandsというものがある。 Nation
4つのストランド（fourstrands）で構成されるもので、
この 4つのストランドのバランスを重要視している。これらは、 meaning耐focusedinput 
味に焦点を合わせたインプット）、 meaning-focusedoutput （意味に焦点を合わせたアウトプ
ット）、 language“focusedleaning （言語に焦点を合わせた学晋）、 fluencydevelopment （流暢
さの発達）の 4つである。語葉の学官はこのうち 3番目の language-focusedlearningに罵す
る。そして第 1言語としての英語学習者と第 2雷語としての英語学留者との間の明確な差
異に基づいて、議接的な語葉指導の必要性に対する批判を乗り越え、この 3番目のストラ
ンドにおける語藁指導の必要性を明らかにした。
さらに Nationは言語学者として活動するかたわら、自身で指導実践を行っていた。その
実践記録は管見の限りないが、他の研究者の実践例を挙げ 単語部品に関する方略や文脈
からの類推方略など、具体定な語葉指導例を紹介している。
は、日本の英語教育の観点から、 Nationの理論や実践を総合的に研究することを自
的とするものである。
146 
